



















































































( 1 )踊場整備の農地の流動化に対する効果 ①農道〈通作道〉の整備により機械の利
用が可能になる O ②耕区の拡大によって機械の作業能率が向上する O ③耕作地が
集BJ化され耕区間移動時間が短縮する O ③用水改良により代かき・田植え期i習の
自密度が増し，水管理も楽になる O





能率は1.4倍→1.1倍，1.1倍→1.1倍， E氏ではし 7倍→1.3倍， 1. 4倍→1.1倍と，











散することになり，その結果30aが標準区極になる O 経営規模の拡大が， 30a以上の大区
画の前提条件となる O 経営規模が大きくないのに，大区部を作っても中畦ができ小区画
になる。経営規模が，例えば10ha以上に拡大すれば分散していても大区画が可能になる O

























































1 .池田宏. T. Lisle. ]. Pizzuto. 伊勢屋ふじこらと共南し，筑波大学水程笑験センター
で‘SedimentWaveの伝播に伴う河床形態変化に関する大型水蕗実験を行った。
2. 筑波大学)1上演習林試験流域の水土流出観測を縦続するとともに，この測定データを
使ってSedimentWaveと渓流の瀬一淵構造との関連について検討した O この一部は 11 月
に信州大学農学部で開催された砂防学会ワークショッフ f瀬~灘構造を中心とした河道の
構造と生物の生息環境の関孫j で発表した O
3. 大井}1上流域の土砂流出について検討した O この結果の一部は， 6月に関確された際
床河)1の多自然型川づくりに関する共同研究グループ主催の大井川土砂シンポで発表し
たO また. 8月に開催された砂防国際シンポジウムではCharacteristicsof Wash Load 















































と称する O 試験の結果， s s量・透視度共に約 3倍の改善が見られ，窒素と燐の除




























を行った O その研究成果は，第 2回日本電気自動車研究会年次大会で発表した 1号機
の設計案を検討した O




1 .農作業計画の最適化に関し，ファジィ線形計画，多評価基準. A H Pを導入した研究
を行った O
2. 生物生産システム工学に関する CAIソフトウェアをWINDOWS95版VISUALB 
















各地の農村景観を写真映像により収集し. 2 4種類の形容認対からなる 7段踏評価に


























































































































































































合を判定する方法を確立した O また， C - 1 3をエンリッチしたホルムアルデヒドを用
いて， C - 1 3をラベルしたメチロール誘導体を合成し，これを用いて共縮合の生成機
構を明らかにする方法を確立し，実際系の樹脂合成に役立てることに成功した O これら
の研究結果を国際会議における発表などを含めて公表した O
3. 木材の主要成分であるリグニンの有効利用について検討を続けている O その結果，各
種のリグニンのアルカリ水溶液と水溶性エポキシ化合物を混合するだけで利用できる水
系樹脂を開発した O 得られた硬化樹脂の物性を評価したところ，特色ある粘弾性挙動を
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10安部征雄(代表交付年度 平成 7年一平成 9年度
課題 土壌水分の蒸発促進装置の開発(試験研究(B ) 
交付金額 5.400千円
11小池正之(代表交付年度 平成 6年'"'-'8年度





課題 砂地特産物(ラッキョウ)の半自動生産機械化システムの確立(試験研究(B) ， 
代表者 岩崎正美〉
交付金額 2， 700千円
13 i~n)l ，其弘(代表) ，小池 正之，黒石 巌，野口良造(分担交付年度
平成6'""7年度
課題 トラクタ用ロボティック・フロントローダの研究(一般研究(c ) 
交付金額 900千円
14大井 洋(代表文部省科学研究費補助金一般研究(c ) 
r Ee:硝酸前処理を用いるクラフトパルプの酸素漂白に関する研究J， 1， 000千円
15黒田健一〈分担交付年度 平成7年茂


























































































i大井 洋(代表 I鹸化還元触媒のパルプ蒸解促進効果の研究助成J， 500千円
2大井 洋(代表 I中国塗工紙製造技術に関する調査J， 100千円
3木村俊範:寄付年度 7年度
課題 事業系廃棄物のコンポスト化システムの開発〈市原清掃事業日)
寄付金額 2，000千円
4木村俊範:寄付年度 平成 7年度
課題 ロックウール脱臭システムの実用化(松下精エエンジニアリングKK)
寄付金額 1. 800千円
5木村俊範:寄付年度 平成7年度
課題 農業系廃棄物からの乳酸発酵技術(日本製錦所KK)
寄付金額 し000千円
6佐竹経顕:寄付年度平成 7年度
課題 青果物の等級判定へのニューラルネットワークの応用に関する研究
寄付金額 1. 000千円
W その他
1伊藤太一(代表):交付年度 平成7年度
諜題 エコツーリズムにおける自然環境保全と観光利用のバランス~屋久島の森林鉄道
と西部林道改修を中心に-(環境科学研究科プロジェクト)
交付金額 500千円
?
「?
?
?
